
「
責
任
共
有
制
度
」の
概
要
と

導
入
の
背
景

中
小
企
業
の
な
か
に
は
、
決
算
の
内

容
が
よ
く
な
い
、
保
有
資
産
が
担
保
と

し
て
弱
い
、
保
証
人
が
い
な
い
、
創
業

し
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
っ
た
理
由
に

よ
り
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
が
受
け
ら

れ
な
い
企
業
も
あ
り
ま
す
。

信
用
力
・
担
保
力
の
乏
し
い
中
小
企

業
に
金
融
機
関
が
安
心
し
て
融
資
で
き

る
よ
う
に
、
信
用
保
証
協
会
（
以
下
、

保
証
協
会
）
が
、
そ
う
し
た
企
業
の
い

わ
ば
〝
保
証
人
〞
と
な
っ
て
信
用
を
保

証
し
ま
す
。
そ
し
て
万
一
、
企
業
の
返

済
が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
保
証

協
会
が
代
わ
り
に
返
済
（
代
位
弁
済
）

を
す
る
の
で
す
。

保
証
協
会
と
は
、
中
小
企
業
が
金
融

機
関
か
ら
資
金
調
達
を
円
滑
に
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
立
さ
れ
た
公

的
機
関
で
す
。
全
国
で
五
二
の
保
証
協

会
が
あ
り
、
保
証
協
会
の
保
証
付
き
融

資
（
以
下
、
信
用
保
証
付
き
融
資
）
は

す
で
に
多
く
の
企
業
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
ま
ま
で
、
信
用
保
証
付
き
融
資
は

一
部
を
除
い
て
、
債
務
者
の
借
入
金
額

を
保
証
協
会
が
一
〇
〇
％
保
証
し
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
万
一
返
済
が
滞
っ

た
場
合
は
、
保
証
協
会
が
融
資
を
し
た

金
融
機
関
に
対
し
て
全
額
を
代
位
弁
済

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
一
〇
〇
％
の
保
証
が
平
成
１９
年

１０
月
１
日
か
ら
変
更
さ
れ
、
一
部
を
除

き
、
保
証
協
会
の
保
証
割
合
が
八
〇
％

に
減
少
し
、
金
融
機
関
の
負
担
割
合
が

二
〇
％
と
な
り
ま
す
（
図
表
１
）。
保

証
協
会
と
金
融
機
関
と
で
融
資
責
任
を

共
有
す
る
こ
と
か
ら
「
責
任
共
有
制

度
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
責
任
共
有
制
度
が
導
入
さ
れ
た

背
景
と
し
て
は
、
ま
ず
保
証
協
会
の
代

位
弁
済
の
増
加
に
よ
り
、
国
庫
負
担
が

限
界
に
近
づ
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
融
資
時
の
金
融
機
関
の
審

査
に
慎
重
さ
を
求
め
、
金
融
機
関
と
保

証
協
会
の
適
切
な
責
任
分
担
を
図
る
こ

と
も
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
両
者
が
連
携
し
て
企
業
の

事
業
意
欲
を
継
続
的
に
把
握
し
、
融
資

や
そ
の
後
の
経
営
支
援
・
再
生
支
援
な

ど
を
行
な
う
こ
と
を
目
指
す
た
め
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
責
任
共
有
制
度
が
適
用
さ
れ
る

の
は
、
平
成
１９
年
１０
月
１
日
以
後
に
、

保
証
協
会
が
保
証
申
込
み
を
承
諾
し
た

も
の
か
ら
と
な
り
ま
す
。
平
成
１９
年
９

月
ま
で
に
保
証
の
承
諾
を
受
け
た
融
資

に
つ
い
て
は
、
仮
に
１０
月
１
日
以
後
に

融
資
が
実
行
さ
れ
て
も
、
責
任
共
有
制

金融機関の融資に対して１００％の保証をしていた信

用保証制度が、この１０月から「責任共有制度」となっ

て、８０％の部分保証になりました。制度の概要を解説

し、企業のとるべき対策を探ります。

税理士

蛭 田 昭 史

「責任共有制度」で信用保証付き融資はどう変わる？ 32企業実務 ２００７．１１
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度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
返

済
中
の
債
務
、
ま
た
は
一
括
返
済
の
期

限
が
来
て
い
な
い
債
務
も
、
責
任
共
有

制
度
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
責
任
共
有
制
度
の
導
入
後

も
、
事
業
用
の
一
般
資
金
の
保
証
限
度

額
や
利
用
可
能
な
企
業
の
要
件
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

責
任
共
有
制
度
の
導
入
後
、
金
融
機

関
の
負
担
と
な
る
二
〇
％
部
分
の
取
扱

い
方
法
に
つ
い
て
は
、「
部
分
保
証
方

式
」
と
「
負
担
金
方
式
」
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
（
図
表
２
）。

部
分
保
証
方
式
と
は
、
融
資
金
額
の

八
〇
％
を
保
証
協
会
が
保
証
（
割
合
保

証
）
す
る
方
式
で
す
。
債
務
者
が
返
済

不
能
に
陥
っ
た
場
合
、
八
〇
％
は
保
証

協
会
が
代
位
弁
済
し
ま
す
。

負
担
金
方
式
と
は
、
金
融
機
関
の
過

去
の
保
証
協
会
の
利
用
実
績
（
代
位
弁

済
率
な
ど
）
に
応
じ
て
、
一
定
の
負
担

金
（
個
別
融
資
金
額
の
約
二
〇
％
）
を

事
後
的
に
保
証
協
会
に
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
証
協
会
の
一
〇
〇
％
の
保

証
を
受
け
ら
れ
る
方
式
で
す
。

金
融
機
関
は
、
こ
と
し
１０
月
以
後
、

信
用
保
証
付
き
融
資
に
つ
い
て
、「
部

分
保
証
方
式
」
と
「
負
担
金
方
式
」
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
融
資
を
受
け
る
企
業
が
ど
ち
ら
か

を
選
択
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

信
用
保
証
付
き
融
資
の

申
込
み
や
保
証
料

中
小
企
業
が
信
用
保
証
を
申
し
込
む

方
法
は
、
融
資
を
受
け
る
金
融
機
関
を

経
由
す
る
方
法
と
、
保
証
協
会
あ
る
い

は
申
込
受
付
機
関
（
自
治
体
や
商
工
会

議
所
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
）

に
直
接
申
し
込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
金
融
機
関
を
経
由
す

る
方
法
が
一
般
的
で
、
金
融
機
関
を
経

由
す
る
手
続
き
の
流
れ
は
、
図
表
３
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
け
加
え
て
お

く
と
、
保
証
協
会
が
代
位
弁
済
を
し
た

場
合
は
、
金
融
機
関
に
代
わ
っ
て
保
証

協
会
が
企
業
に
対
し
て
返
済
（
弁
済
）

を
求
め
て
き
ま
す
。

融
資
を
受
け
る
企
業
は
、
保
証
協
会

の
保
証
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
信
用
保

証
料
を
支
払
い
ま
す
。
信
用
保
証
料
の

額
を
算
出
す
る
た
め
の
信
用
保
証
料
率

は
、
責
任
共
有
制
度
の
導
入
と
と
も
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
９
月
ま
で
は
、
信
用
保
証

料
率
は
企
業
の
経
営
状
況
に
応
じ
て
、

年
〇
・
五
〇
〜
二
・
二
〇
％
の
範
囲
で

九
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
責
任

共
有
制
度
導
入
後
の
保
証
料
率
は
、
そ

れ
以
前
と
比
べ
て
低
率
と
な
り
、
年

〇
・
四
五
〜
一
・
九
〇
％
の
範
囲
で
九

段
階
に
分
か
れ
て
い
い
ま
す
（
次
�
図

表
４
）。

信
用
保
証
料
率
は
、
各
企
業
の
財
務

内
容
や
返
済
能
力
、
経
営
計
画
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し

て
、
保
証
協
会
が
決

定
し
ま
す
。

信
用
保
証
料
率
が

〇
・
一
％
割
引
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
割
引
が
適
用
さ

れ
る
の
は
、

�
「
中
小
企
業
の
会

計
に
関
す
る
指

針
」
の
す
べ
て
の

図表１ 信用保証付き融資はどう変わるのか

図表２ 責任共有制度導入後の保証イメージ

◆負担金方式◆部分保証方式
◎融資時◎融資時

融資金額
１００

融資金額
１００

↓↓
◎企業が返済不能に陥った時◎企業が返済不能に陥った時

保証協会の代位弁済額
１００２０

保証協会の代位弁済額
８０ ２０

保証協会から１００％の代位弁済
を受けるが、事後に約２０％の負
担金を保証協会に支払う

保証協会から８０％の代位弁済を
受けられるが、残りの２０％部分
は金融機関の負担となる

図表３ 信用保証申込みの流れ
（金融機関経由の場合）

�信用保証申込み
金融機関

�信用保証
書の発行�融

資申
込み

保証協会�融資
�信用保証
料の支払い

企業
�信用調査

企業が返済不能になった場合

�代位弁済の請求
金融機関

�代位弁済×

	返
済不
能

保証協会


企業へ
弁済請求企業

平成１９年
１０月１日以後

８０％保証

２０％負担

０．４５～１．９０％

８，０００万円（無担保の場合）

３億円以下・３００人以下

１億円以下・１００人以下

５，０００万円以下・５０人以下

５，０００万円以下・１００人以下

従来

１００％保証

負担なし

０．５０～２．２０％

保証協会

金融機関

企業の保証料率

保証限度額（一般資金の場合）

製造業・建設業・運送業

卸売業

小売業

サービス業

企業が返済不能
に陥ったとき

利用可能
な企業の
要件

企業実務 ２００７．１１33 「責任共有制度」で信用保証付き融資はどう変わる？
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項
目
に
つ
い
て
財
務
諸
表
の
作
成
に

携
わ
っ
た
公
認
会
計
士
ま
た
は
税
理

士
が
適
用
状
況
を
確
認
し
た
書
類
を

提
出
し
た
場
合

�
会
計
参
与
を
設
置
し
て
い
る
場
合

�
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
の
監

査
を
受
け
て
お
り
、
監
査
報
告
書
を

提
出
し
た
場
合

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

以
上
の
信
用
保
証
料
率
に
基
づ
い

て
、
信
用
保
証
料
が
計
算
に
よ
り
求
め

ら
れ
ま
す
。
信
用
保
証
料
は
、
満
期
一

括
返
済
の
場
合
と
均
等
分
割
返
済
の
場

合
で
異
な
り
ま
す
（
図
表
５
）。

小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
は

一
〇
〇
％
保
証
が
継
続

責
任
共
有
制
度
の
導
入
の
影
響
は
、

零
細
企
業
な
ど
、
信
用
力
や
担
保
力
が

小
さ
い
企
業
ほ
ど
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
零
細
企
業
へ
の
影
響

を
考
え
て
、
平
成
１９
年
１０
月
よ
り
、
保

証
協
会
の
一
〇
〇
％
保
証
が
受
け
ら
れ

る
「
小
口
零
細
企
業
保
証
制
度
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
６
）。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
従

業
員
二
〇
人
以
下
（
卸
・
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
の
場
合
は
従
業
員
五
人
以
下
）

の
企
業
で
す
。
保
証
限
度
額
は
一
、
二

五
〇
万
円
で
す
。

た
だ
し
、
利
用
中
の
信
用
保
証
付
き

融
資
残
高
と
の
合
計
で
一
、
二
五
〇
万

円
の
範
囲
ま
で
の
新
規
融
資
と
な
る
の

で
、
す
で
に
信
用
保
証
付
き
融
資
残
高

が
一
、
二
五
〇
万
円
以
上
の
企
業
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

円
滑
な
融
資
の
観
点
か
ら
、
小
口
零

細
企
業
保
証
制
度
の
ほ
か
に
も
、
当
面

の
間
、
責
任
共
有
制
度
の
対
象
外
（
つ

ま
り
、
一
〇
〇
％
保
証
）
と
な
る
保
証

制
度
が
あ
り
ま
す
（
図
表
７
）。

こ
れ
ら
の
融
資
が
利
用
で
き
る
場

合
、
金
融
機
関
は
こ
れ
ら
の
利
用
を
勧

め
て
く
る
で
し
ょ
う
。

中
小
企
業
が
被
る

影
響
と
対
応
策

融
資
を
行
な
う
金
融
機
関
は
、
負
担

割
合
が
〇
％
か
ら
二
〇
％
に
増
え
る
た

め
、
い
ま
ま
で
以
上
に
融
資
先
で
あ
る

企
業
の
業
績
や
返
済
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
厳
し
く
審
査
し
て
き
ま
す
。

業
績
の
よ
く
な
い
企
業
、
創
業
し
た

ば
か
り
の
企
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
信
用

力
の
低
い
企
業
に
対
し
て
、
金
融
機
関

は
融
資
に
二
の
足
を
踏
む
状
況
に
な
る

で
し
ょ
う
。

金
融
機
関
と
し
て
は
資
金
需
要
が
高

ま
る
１２
月
ま
で
様
子
を
み
て
、
年
末
か

ら
、
そ
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

資
金
調
達
に
つ
い
て
企
業
の
二
極
化

が
進
む
の
で
、
借
り
る
側
の
企
業
と
し

て
は
勝
ち
組
に
入
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と

で
す
が
、
融
資
を
受
け
た
い
と
き
に
融

資
が
受
け
ら
れ
る
企
業
体
質
を
確
立
す

る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
金
融
機
関
が

安
心
し
て
融
資
で
き
る
企
業
体
質
を
確

立
し
、
金
融
機
関
と
の
友
好
な
関
係
を

醸
成
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

金
融
機
関
が
融
資
の
審
査
を
行
な
う

際
は
、
過
去
二
〜
三
年
の
決
算
書
の
実

績
値
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
す
る
こ

と
で
、自
動
的
に
金
利
、融
資
可
能
額
、

返
済
期
間
な
ど
の
融
資
条
件
が
判
定
さ

れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
が
ま
ず
行
な
う

べ
き
こ
と
と
し
て
、
各
種
経
営
指
標
の

評
価
が
高
く
な
る
よ
う
に
意
識
し
た
決

図表４ 信用保証料率の引下げ （平成１９年１０月１日現在）

（１）平成１９年９月までの信用保証料率（無担保の場合） 単位：％（年率）

（経営安定関連保険の特定中小企業者１～６号…年０．８７％）

（２）平成１９年１０月からの信用保証料率（無担保の場合） 単位：％（年率）

（経営安定関連保険の特定中小企業者７、８号…年０．８０％）

図表５ 信用保証料の計算

図表６ 小口零細企業保証制度

９

０．５０

８

０．７０

７

０．９０

６

１．１０

５

１．３５

４

１．６０

３

１．８０

２

２．００

１

２．２０

区分

保証料率

９

０．４５

８

０．６０

７

０．８０

６

１．００

５

１．１５

４

１．３５

３

１．５５

２

１．７５

１

１．９０

区分

保証料率

信用保証料
保証金額×信用保証料率×
保証期間（月数）÷１２
保証金額×信用保証料率×
保証期間（月数）÷１２×分
割係数（下記）

返済方法
満期一括
返済
均等分割
返済

分割係数係数

０．７

０．６５

０．６

０．５５

分割返済回数

６回以下

７回以上１２回以下

１３回以上２４回以下

２５回以上

従業員数２０人以下（小
売・卸・サービス業は従
業員数５人以下）

１，２５０万円（利用中の信
用保証付き融資の残高と
の合計で、１，２５０万円ま
での新規の保証）

図表４（１）と同様

１００％

利用対象者

保証限度額

企業の保証料率

保証協会の保証率
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算
書
、
金
融
機
関
が
安
心
し
て
融
資
を

実
行
で
き
る
決
算
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
決
し
て
粉
飾
を
す
る
と
い

う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
営
指
標

の
数
値
を
よ
く
意
識
し
て
決
算
書
を
作

成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

筆
者
は
税
理
士
で
す
の
で
様
々
な
企

業
の
決
算
書
を
拝
見
し
ま
す
が
、
と
て

も
残
念
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
決
算

書
も
あ
り
ま
す
。
税
務
署
を
意
識
す
る

あ
ま
り
に
税
務
会
計
に
拠
り
過
ぎ
て
い

て
、
金
融
機
関
を
意
識
し
て
い
な
い
決

算
書
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。
金
融
機

関
が
決
算
書
の
ど
こ
を
み
て
い
る
か
、

簡
単
に
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
て
み
ま
す
。

◎
貸
借
対
照
表
の
ポ
イ
ン
ト

よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、
短
期
的
な
資

産
が
固
定
資
産
の
部
に
表
示
さ
れ
て
い

た
り
、
長
期
的
な
債
務
が
流
動
負
債
の

部
に
表
示
さ
れ
て
い
た
り
す
る
貸
借
対

照
表
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
流
動
比
率
が

低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
流
動
比

率
が
高
い
ほ
う
が
金
融
機
関
に
評
価
さ

れ
ま
す
。

◎
損
益
計
算
書
の
ポ
イ
ン
ト

売
上
高
や
当
期
純
利
益
も
重
要
で
す

が
、
各
利
益
率
（
売
上
利
益
率
、
営
業

利
益
率
、
経
常
利
益
率
）
の
数
値
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
最
終
の
当
期
利
益

は
黒
字
で
も
営
業
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
で

は
、
本
業
で
は
儲
か
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
発
覚
し
て
し
ま
い

ま
す
。

◎
資
金
繰
り
の
ポ
イ
ン
ト

黒
字
か
赤
字
か
だ
け
で
は

な
く
、
資
金
が
回
っ
て
い
る

か
、
返
済
余
力
は
あ
る
か
、

な
ど
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て

も
重
要
で
す
。
黒
字
で
も
売

掛
金
が
膨
大
な
金
額
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
は
、
短
期
的

な
資
金
繰
り
は
追
い
つ
い
て

い
な
い
証
拠
で
す
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
や
資
金

繰
り
実
績
表
を
作
成
し
、
吟

味
し
ま
し
ょ
う
。

金
融
機
関
と
の

関
係
を
よ
く
す
る
コ
ツ

企
業
の
業
績
を
上
げ
、
前
述
の
よ
う

な
決
算
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す

る
一
方
、
金
融
機
関
と
の
関
係
を
よ
く

し
て
お
く
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
事
業
計

画
を
作
成
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
結
果

に
つ
い
て
も
報
告
し
て
お
く
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
決
算
期
ご
と
に
決
算
報
告

を
行
な
い
、
な
ぜ
こ
の
決
算
結
果
に
な

っ
た
の
か
自
社
な
り
の
コ
メ
ン
ト
を
つ

け
て
報
告
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

来
期
に
つ
い
て
の
業
績
見
込
み
や
事
業

計
画
も
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

業
績
見
込
み
や
事
業
計
画
は
、
数
字

を
羅
列
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
の

根
拠
や
、
そ
の
計
画
を
行
な
う
う
え

で
、
ど
の
よ
う
な
事
業
活
動
を
行
な
う

か
の
コ
メ
ン
ト
も
つ
け
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

そ
し
て
、
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
活
動
を
行
な
い
つ
つ
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計

画
↓
実
行
↓
検
証
↓
対
策
）
の
サ
イ
ク

ル
管
理
を
自
社
で
（
ま
た
は
顧
問
税
理

士
な
ど
の
力
を
借
り
て
）
行
な
い
ま

す
。Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行
な
っ
て
い
る
と
、
業

績
が
悪
化
し
た
場
合
に
、
な
ぜ
悪
化
し

た
の
か
、
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
が
容

易
に
な
り
、
そ
の
原
因
を
踏
ま
え
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
引

金
融
機
関
に
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
を
述

べ
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

行
き
当
た
り
バ
ッ
タ
リ
の
経
営
を
行

な
う
企
業
に
、
金
融
機
関
は
融
資
を
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
で
き
て

い
る
企
業
は
、
金
融
機
関
か
ら
み
て
堅

実
な
企
業
と
映
る
で
し
ょ
う
。

金
融
機
関
は
貸
倒
れ
と
い
う
「
リ
ス

ク
」
を
負
う
代
わ
り
に
「
リ
ソ
ク
」
を

得
る
商
売
で
す
。
な
ら
ば
、
企
業
側
と

し
て
は
金
融
機
関
の
感
じ
る
リ
ス
ク
を

減
ら
す
行
動
が
必
要
で
す
。

融
資
を
申
し
込
ま
れ
る
金
融
機
関
の

気
持
ち
を
理
解
す
る
に
は
、
あ
な
た
が

友
人
か
ら
「
事
業
を
始
め
た
い
の
で
お

金
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
場

合
を
考
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
そ
の
友
人
が
信
用
の
お
け
な

い
人
物
な
ら
、
話
も
聞
か
ず
に
断
わ
る

は
ず
で
す
。
次
に
、
友
人
の
現
在
の
状

況
や
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
冷
静
に
聞

き
、
返
済
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
す

れ
ば
、
資
金
を
貸
す
と
思
い
ま
す
。

金
融
機
関
も
同
じ
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
常
日
頃
か
ら
自
社
の
信
用
性
を
高

め
る
努
力
を
し
、
自
社
の
状
況
、
事
業

の
見
通
し
を
冷
静
に
説
明
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●▲

図表７ 責任共有制度の対象外となる保証

◎経営安定関連保険（セーフティネット）にかかる保証
中小企業信用保険法第２条第４項第１～６号に規定

する特定中小企業者に該当するとして、市町村の認定を
受けられた者を対象に行なわれる信用保証。
１号：連鎖倒産防止
２号：取引先企業のリストラ等の事業活動の制限
３号：突発的災害（事故等）
４号：突発的災害（自然災害等）
５号：業況の悪化している業種（全国的）
６号：取引金融機関の破綻
◎創業関連保険、創業等関連保険にかかる保証
これから創業する者、創業後５年未満の中小企業を

対象に行なわれる信用保証。 など
→これらの信用保証率は図表４（１）と同様
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